
　
男
性
も
女
性
も
あ
ら
ゆ
る
分
野

で
対
等
に
参
画
す
る
機
会
が
確
保

さ
れ
、
男
女
共
に
平
等
に
責
任
を

担
う
社
会
の
こ
と
で
す
。

　
市
は
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の

実
現
に
向
け
、「
第
４
次
鹿
角
市

男
女
共
同
参
画
計
画
」
で
行
動
目

標
を
定
め
、
各
種
施
策
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　
男
女
共
同
参
画
社
会
の
一
層
の

実
現
に
向
け
、
男
女
が
お
互
い
の

評価指標 現状
（R4）

目標
（R7）

女性活躍推進法に基づく一般事業主行動計画
策定企業数（従業員数 300 人以下）※１

17  20

支援を通じて
テレワークなどに就業した女性（人）※２

55 100

支援を通じて
資格などを取得した女性（人）※２

  45  75

支援を通じて
移住した成人女性の人数（人）※３

155 218

女性の新規起業・就農件数（件）※２ 41 70

次世代育成支援対策推進法に基づく一般事業主
行動計画策定企業数（従業員数 100 人以下）※１

19 25

事業所での男性の育児休業取得率 (%) ※１   16.7 12.0

市職員の男性育児休業取得率 (%)    0.0 10.0

女性消防団員数（人）  33 32

自治会・町内会における女性役員登用率 (%) 8.9 15.0

市内民間事業所における女性管理職
（係長相当職以上）の割合 (%) ※１

20.6 30.0

市の委員会・審議会等における
女性委員登用率 (%) ※１

34.3 40.0

市職員の
管理・監督職への女性職員登用率 (%)

32.3 34.0

ハラスメント行為を
受けたことがある人の割合 (%) ※１

13.0 15.0

高校生における固定的性別役割分担意識への
反対意見の割合 (%)

80.6 85.0

高校生のデート DV の認知度 (%) 85.9 90.0

認知症サポーター 1 人に対する高齢者数（人） 2.3 　2.2

介護予防拠点の数（箇所） 34 40

乳がん検診受診率 (%) 15.7 20.0

子宮がん検診受診率 (%) 9.6 15.0

○第4次計画における取組状況

市内事業所が
「えるぼし認定」を受けました！

○えるぼし認定とは
　女性活躍推進法に基づき、女性の活躍推進に関
する取り組みが優良な企業は、厚生労働大臣から
認定（えるぼし認定）を受けることができます。
　①採用、②継続就業、③労働時間等の働き方、
④管理職比率、⑤多様なキャリアコースの５つの
評価項目について、基準を満たした項目の数に応
じて、認定の段階が１～３に分かれます。
※本市では株式会社タカヤのほか、（公財）鹿角
　市子ども未来事業団が認定を受けています。

○くるみん認定とは
　次世代育成支援対策推進法に基づき、一定の基
準を満たした企業は、厚生労働大臣から認定（ト
ライくるみん認定、くるみん認定）を受けること
ができます。
 
○認定を受けるメリット
・認定マークの使用が可能になり、広告や商品に
　使用することで女性の活躍や子育てを応援する
　企業であることをＰＲできます。
・職場環境の改善につながり、社員の満足度向上
　や人材の定着率向上につながります。
・公共調達や低利融資の優遇措置を受けられます。

立
場
を
理
解
し
、
共
に
考
え
、
共

に
責
任
を
担
う
社
会
を
つ
く
り
ま

し
ょ
う
。

※１）「現状」は、令和３年度の実績値。
※２）平成 28 年度からの累計値。
※３）平成 27 年度からの累計値。

←←
「第４次鹿角市
男女共同参画計画」
の詳細はこちら

を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

行
い
ま
す
。

○
基
礎
講
座
の
実
施

　

�

市
内
事
業
所
お
よ
び
市
民
の
方

を
対
象
に
、
講
師
を
招
き
男
女

共
同
参
画
に
係
る
講
座
を
開
催

し
ま
す
。

○
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

　
バ
ラ
ン
ス
優
良
企
業
表
彰

�　

�

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
に

つ
い
て
、
優
れ
た
取
り
組
み
を

し
て
い
る
企
業
を
表
彰
し
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
社
会
と
は

○
推
進
会
議
の
開
催

　

�

計
画
を
着
実
に
進
め
る
た
め
、

関
係
機
関
と
男
女
共
同
参
画
の

推
進
に
関
し
て
議
論
し
ま
す
。

○
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施

　

�

市
内
の
高
校
生
、
市
内
事
業
所

お
よ
び
そ
の
従
業
員
そ
れ
ぞ
れ

本
年
度
の
取
り
組
み

　
今
年
３
月
、
株
式
会
社
タ
カ
ヤ

が
「
え
る
ぼ
し
認
定
」
の
評
価
項

目
全
て
を
満
た
し
た
３
段
階
目
の

認
定
を
受
け
ま
し
た
。

〇
認
定
を
受
け
て
の
コ
メ
ン
ト

　
事
業
規
模
を
拡
大
し
て
い
く
中

で
、
優
秀
な
人
財
に
継
続
し
て
働

い
て
も
ら
う
こ
と
が
重
要
と
考

え
、
男
性
女
性
に
関
わ
ら
ず
人
財

育
成
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
幅

広
い
年
代
の
社
員
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
家
庭
の
事
情
に
応
じ
て
働
き
や

す
い
職
場
環
境
づ
く
り
を
進
め
て

き
ま
し
た
。

　
こ
の
た
び
の「
え
る
ぼ
し
認
定
」

は
、
女
性
活
躍
推
進
の
た
め
の
一

定
の
条
件
を
満
た
し
て
い
る
と
客

観
的
な
評
価
を
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
、
社
内
に
人
財
育
成
の
土
俵

が
整
い
つ
つ
あ
る
と
、
皆
で
喜
ん

で
い
ま
す
。

　
女
性
活
躍
に
限
ら
ず
、
持
続
的

な
企
業
成
長
の
た
め
の
人
財
育
成

へ
の
取
り
組
み
は
引
き
続
き
実
施

し
て
い
き
ま
す
が
、
こ
の
た
び
の

認
定
を
励
み
に
、
さ
ら
に
従
業
員

が
活
躍
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
を

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

６月は
男女共同参画
推進月間です

えるぼし、くるみん認定を目指そう！

えるぼし１段階目

トライくるみん

えるぼし２段階目

くるみん

えるぼし３段階目

くるみんプラス

プラチナえるぼし

プラチナくるみん

１段階目＝満たした項目数が 1～ 2
２段階目＝満たした項目数が３～４
３段階目＝満たした項目数が 5
※より高い水準の取り組みを行った企業は、
　特例認定（プラチナえるぼし認定）を
　受けることができます。

　不妊治療と仕事を両立しやすい職場環
境整備に取り組む企業の認定制度「プラ
ス」が昨年度から創設されました。
　また、より高い水準の取り組みを行っ
た企業は、特例認定（プラチナくるみん
認定）を受けることができます。

問生活環境課 コミュニティ推進班 ☎ 30-0202

認定に関する問い合わせ→かづの商工会 ☎ 22-0500

←株式会社タカヤ
　代表取締役社長  高谷 秀

ひでかず

和 さん

※

※企業にとって有益な人、他の人には代えがたい人。
　企業の思いを込め、「人材」と区別して表記しています。
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